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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国成

⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり）」「アライアン
ス・バーンスタイン・米国成⻑株投信Ｂコース（為
替ヘッジなし）」は、このたび第30期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり) Ｂコース(為替ヘッジなし) 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年５⽉25日(当初設定日)から2034年６⽉15

日までです｡ 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
①米国を本拠地とする企業が発⾏する普通株式を主要

投資対象とし、信託財産の成⻑を図ることを目標に積
極的な運用を⾏います。 

②企業のファンダメンタルズ分析と株価バリュエー
ションに基づく銘柄選択を基本としてアクティブ運
用を⾏います。 

実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動のリスクの低減を図
ることを基本とします。 

実質外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

アライアンス･バーンスタイ
ン･米国大型グロース株マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

米国を本拠地とする企業が発
⾏する普通株式を主要投資対
象とします｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

①株式への実質投資割合は､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への実質投資割
合は､制限を設けません｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

①株式への投資については､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への投資につい
ては､制限を設けません｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収入

及び売買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②収益分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等

を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が少額の
場合等には､分配を⾏わないこともあります｡ 

③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方
針｣および｢運用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 
 
追加型投信／海外／株式 
第30期(決算日2021年６⽉15日) 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

26期(2019年６月17日) 22,405 200 12.4 25,562 10.7 90.2 － 21,968 

27期(2019年12月16日) 24,422 200 9.9 27,998 9.5 91.2 － 39,085 

28期(2020年６月15日) 26,735 230 10.4 26,920 △ 3.9 90.3 － 56,288 

29期(2020年12月15日) 31,583 210 18.9 32,499 20.7 91.2 － 92,434 

30期(2021年６月15日) 35,979 210 14.6 38,140 17.4 94.5 － 113,198 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年12月15日 31,583 － 32,499 － 91.2 － 

12月末 32,361 2.5 33,215 2.2 92.0 － 

2021年１月末 32,221 2.0 33,781 3.9 95.5 － 

２月末 31,759 0.6 34,196 5.2 95.2 － 

３月末 32,457 2.8 35,388 8.9 96.5 － 

４月末 35,669 12.9 37,675 15.9 93.6 － 

５月末 35,284 11.7 37,659 15.9 95.6 － 

(期  末)       

2021年６月15日 36,189 14.6 38,140 17.4 94.5 － 
 

（注）期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベー

ス)」は､「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」から為替ヘッジコストを控除した数値であり、ここでは当初設定日前日(2006

年５月24日)を10,000として指数化しております。 

当資料で使用している指数等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）（以下「当ファンド」という

ことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2020年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋14.6％※と、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配

当金込み、円ヘッジベース）の同＋17.4％を下回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

保有するコミュニケーション・サービス関連銘柄や情報技術関連銘柄などの株価上昇 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

下落要因 
保有するヘルスケア関連の一部の銘柄の株価下落 
 

  
当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました。 
 
期初は、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が量的緩和政策の長期化を示唆したことや、追加経済対策への期待な

どを背景に上昇しました。しかし2021年１月のバイデン新政権誕生後は、好材料出尽くし感や、個人投資家に
よる投機的な取引による警戒感から下落しました。その後反発したものの、２月後半には、不安定な雇用回復
が嫌気されたことや長期金利上昇を嫌気したハイテク株の利益確定売りから再び調整しました。３月以降は、
バイデン政権による新たなインフラ投資計画や新型コロナワクチン接種の進展、好調な米国経済指標などを
背景とした景気回復期待から株式市場は上昇基調となりました。５月中旬には、インフレ高進から早期利上げ
の懸念が高まったことや、仮想通貨の急落がリスクオフムードにつながり下落しましたが、その後期末にかけ
て、軟調な雇用統計などを背景に金融緩和の早期縮小観測が後退し、Ｓ＆Ｐ500株価指数は史上最高値を更新
しました。 
 

  
＜当ファンド＞ 
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド（以下「マザーファンド」

ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ
投資することにより、信託財産の成長を目指します。 
当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 
 

＜マザーファンド＞ 
ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優
れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 
 
その結果、セクター配分においては、情報技術セクターや一般消費財・サービス・セクターの組入比率が上

昇した一方、ヘルスケア・セクターや生活必需品セクターの組入比率が低下しました。 
 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

個別銘柄では、オンライン教育サービス・プロバイダーのチェグを新規に組み入れました。同社は、独自の

成長ドライバーを持ち、新型コロナウイルス特需以前から高い利益水準を維持しています。同社が提供する学

習サービスは、特に大学生の間で人気が高まっている科学・技術・工学・数学の分野では必須のツールとなる

ことが予想されることから、今後も利益水準の上昇が期待できるとみています。また、ファンダメンタルズの

強さを確信したアマゾンおよびアドビ・システムズを買い増しました。 

一方、米国ディスカウント小売大手のＴＪＸを全て売却しました。新型コロナウイルス感染拡大防止に向け

た営業停止が続く中、同社の営業レバレッジの低さと利益率についての潜在的なリスクを懸念しました。ま

た、ゲーム開発・販売会社のエレクトロニック・アーツを、サブスクリプションベースのライブ・サービス部

門の成長鈍化懸念から一部売却したほか、バイオ医薬品メーカーのリジェネロン・ファーマシューティカルズ

を、バイデン新政権下での規制リスク軽減と相対的に堅調だったヘルスケア・セクターのウェイト縮小の目的

で一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、金融セクターのアン

ダーウェイトやエネルギー・セクターを保有していな

かったこと、一般消費財・サービス・セクターにおけ

る銘柄選択が主なマイナス要因となりました。一方、

コミュニケーション・サービス・セクターや情報技術

セクターにおける銘柄選択、公益事業セクターを保有

していなかったことなどはプラス寄与となりました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジ

ベース）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、210円（１万口当

たり、税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基

本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第30期 

2020年12月16日～ 
2021年６月15日 

当期分配金 210  

(対基準価額比率) 0.580％ 

 当期の収益 210  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 25,978  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

米国経済はコロナ禍からの景気回復基調にあり、新型コロナウイルス経済対策やインフラ投資を重視した

大型経済対策の法案成立の行方が注目されます。他国に先行するワクチン普及は景気回復を後押しすると予

想され、大規模な金融緩和と財政政策への期待を背景に、米国株式市場は底堅く推移するとみています。 

 

そうした環境下、マザーファンドでは、“持続的な成長企業”を組み入れることで、下落相場でも強い耐性

を発揮し、長期的に市場をアウトパフォーム出来るようなポートフォリオ構築に注力しています。引き続き安

定した収益性の高さを維持するとともに、総資産利益率や予想利益成長率が高く、長期的成長が期待される企

業に注目してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 287  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (137)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (137)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.002   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.002)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 1   0.004   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.001)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.003)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 289   0.867    

期中の平均基準価額は、33,291円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

2,057,749 10,977,411 1,797,858 9,676,357 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 512,931,453千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,476,772,754千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○組入資産の明細 (2021年６月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

18,537,876 18,797,767 113,489,639 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年６月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 113,489,639 98.1 

コール・ローン等、その他 2,241,593 1.9 

投資信託財産総額 115,731,232 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(1,882,232,821千円)の

投資信託財産総額(1,916,365,979千円)に対する比率は98.2％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝110.11円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年６月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 225,830,700,187   

 コール・ローン等 661,147,787   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

113,489,639,886   

 未収入金 111,679,912,514   

(B) 負債 112,632,227,154   

 未払金 110,811,508,569   

 未払収益分配金 660,716,928   

 未払解約金 282,029,845   

 未払信託報酬 874,930,617   

 未払利息 1,539   

 その他未払費用 3,039,656   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 113,198,473,033   

 元本 31,462,710,876   

 次期繰越損益金 81,735,762,157   

(D) 受益権総口数 31,462,710,876口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 35,979円 
 

（注） 期 首 元 本 額 29,267,181,001 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

6,957,045,110円、期中一部解約元本額4,761,515,235円。当期

末現在における１口当たり純資産額3.5979円。 
 

○損益の状況 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       288,591   

 支払利息 △       288,591   

(B) 有価証券売買損益 14,220,611,052   

 売買益 22,541,505,519   

 売買損 △ 8,320,894,467   

(C) 信託報酬等 △   877,970,273   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 13,342,352,188   

(E) 前期繰越損益金 14,124,315,424   

(F) 追加信託差損益金 54,929,811,473   

 (配当等相当額) (  42,656,476,861)  

 (売買損益相当額) (  12,273,334,612)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 82,396,479,085   

(H) 収益分配金 △   660,716,928   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 81,735,762,157   

 追加信託差損益金 54,929,811,473   

 (配当等相当額) (  42,656,476,861)  

 (売買損益相当額) (  12,273,334,612)  

 分配準備積立金 26,806,239,275   

 繰越損益金 △       288,591   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第30期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（13,342,357,376円）、収益調整金額（54,929,522,882円）およ

び分配準備積立金額（14,124,598,827円）より分配対象収益額

は82,396,479,085円（10,000口当たり26,188円）であり、うち

660,716,928円（10,000口当たり210円）を分配金額としており

ます。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 210円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

Ｂコース（為替ヘッジなし） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

26期(2019年６月17日) 25,204 230 9.4 29,123 7.4 90.2 － 49,705 

27期(2019年12月16日) 27,952 230 11.8 32,507 11.6 90.5 － 80,766 

28期(2020年６月15日) 29,937 270 8.1 30,882 △ 5.0 92.2 － 145,220 

29期(2020年12月15日) 34,537 240 16.2 36,259 17.4 92.1 － 219,162 

30期(2021年６月15日) 41,659 230 21.3 45,068 24.3 94.3 － 304,625 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年12月15日 34,537 － 36,259 － 92.1 － 

12月末 35,208 1.9 36,843 1.6 92.5 － 

2021年１月末 35,404 2.5 37,836 4.3 95.0 － 

２月末 35,480 2.7 38,960 7.4 94.6 － 

３月末 37,766 9.3 42,021 15.9 95.3 － 

４月末 40,853 18.3 44,026 21.4 94.3 － 

５月末 40,721 17.9 44,354 22.3 95.6 － 

(期  末)       

2021年６月15日 41,889 21.3 45,068 24.3 94.3 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」は、原

則として基準価額計算日前日付の「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」の値を、計算日付の円ドル・レート(株式会社三菱ＵＦＪ

銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値)で邦貨換算したものです。ここでは、当初設定日前日(2006年５月24日)を10,000として指数化

しております。 

当資料で使用している指数等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）（以下「当ファンド」という

ことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2020年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）です。 

 
○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋21.3％※と、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配

当金込み、円ベース）の同＋24.3％を下回るパフォーマンスとなりました。 
 

※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 
○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

保有するコミュニケーション・サービス関連銘柄や情報技術関連銘柄などの株価上昇 

円安ドル高となったこと   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

下落要因 

保有するヘルスケア関連の一部の銘柄の株価下落 

 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました。 

 

期初は、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が量的緩和政策の長期化を示唆したことや、追加経済対策への期待な

どを背景に上昇しました。しかし2021年１月のバイデン新政権誕生後は、好材料出尽くし感や、個人投資家に

よる投機的な取引による警戒感から下落しました。その後反発したものの、２月後半には、不安定な雇用回復

が嫌気されたことや長期金利上昇を嫌気したハイテク株の利益確定売りから再び調整しました。３月以降は、

バイデン政権による新たなインフラ投資計画や新型コロナワクチン接種の進展、好調な米国経済指標などを

背景とした景気回復期待から株式市場は上昇基調となりました。５月中旬には、インフレ高進から早期利上げ

の懸念が高まったことや、仮想通貨の急落がリスクオフムードにつながり下落しましたが、その後期末にかけ

て、軟調な雇用統計などを背景に金融緩和の早期縮小観測が後退し、Ｓ＆Ｐ500株価指数は史上最高値を更新

しました。 

 

【為替市場】 

当期の円ドル・レートは前期末比で円安ドル高となりました。 

前期末は１ドル＝104円台でしたが、2021年１月に一時102円台まで円高ドル安が進んだ後、米国の財政支出

拡大期待を背景とした米国長期金利の上昇から円安ドル高に転じ、３月末には110円台まで円安が進みました。

その後はＦＲＢが量的緩和縮小を急がないとの見方から米国長期金利が低下したことで一時107円台まで円が

戻しましたが、当期末は１ドル＝110円台となりました。 

 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド（以下「マザーファンド」

ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターや一般消費財・サービス・セクターの組入比率が上

昇した一方、ヘルスケア・セクターや生活必需品セクターの組入比率が低下しました。 
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（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、オンライン教育サービス・プロバイダーのチェグを新規に組み入れました。同社は、独自の

成長ドライバーを持ち、新型コロナウイルス特需以前から高い利益水準を維持しています。同社が提供する学

習サービスは、特に大学生の間で人気が高まっている科学・技術・工学・数学の分野では必須のツールとなる

ことが予想されることから、今後も利益水準の上昇が期待できるとみています。また、ファンダメンタルズの

強さを確信したアマゾンおよびアドビ・システムズを買い増しました。 

一方、米国ディスカウント小売大手のＴＪＸを全て売却しました。新型コロナウイルス感染拡大防止に向け

た営業停止が続く中、同社の営業レバレッジの低さと利益率についての潜在的なリスクを懸念しました。ま

た、ゲーム開発・販売会社のエレクトロニック・アーツを、サブスクリプションベースのライブ・サービス部

門の成長鈍化懸念から一部売却したほか、バイオ医薬品メーカーのリジェネロン・ファーマシューティカルズ

を、バイデン新政権下での規制リスク軽減と相対的に堅調だったヘルスケア・セクターのウェイト縮小の目的

で一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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ベンチマークとの比較では、金融セクターのアン

ダーウェイトやエネルギー・セクターを保有していな

かったこと、一般消費財・サービス・セクターにおけ

る銘柄選択が主なマイナス要因となりました。一方、

コミュニケーション・サービス・セクターや情報技術

セクターにおける銘柄選択、公益事業セクターを保有

していなかったことなどはプラス寄与となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、230円（１万口当

たり、税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基

本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第30期 

2020年12月16日～ 
2021年６月15日 

当期分配金 230  

(対基準価額比率) 0.549％ 

 当期の収益 230  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 31,659  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）

です。 
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＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

米国経済はコロナ禍からの景気回復基調にあり、新型コロナウイルス経済対策やインフラ投資を重視した

大型経済対策の法案成立の行方が注目されます。他国に先行するワクチン普及は景気回復を後押しすると予

想され、大規模な金融緩和と財政政策への期待を背景に、米国株式市場は底堅く推移するとみています。 

 

そうした環境下、マザーファンドでは、“持続的な成長企業”を組み入れることで、下落相場でも強い耐性

を発揮し、長期的に市場をアウトパフォーム出来るようなポートフォリオ構築に注力しています。引き続き安

定した収益性の高さを維持するとともに、総資産利益率や予想利益成長率が高く、長期的成長が期待される企

業に注目してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 324  0.861  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (155)  (0.411)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (155)  (0.411)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 14)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.002   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.002)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 2   0.004   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.001)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.003)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 327   0.867    

期中の平均基準価額は、37,572円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

7,168,870 39,832,697 1,103,671 6,289,440 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 512,931,453千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,476,772,754千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2021年６月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

44,390,321 50,455,520 304,620,161 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年６月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 304,620,161 98.5 

コール・ローン等、その他 4,535,631 1.5 

投資信託財産総額 309,155,792 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,882,232,821千円）の

投資信託財産総額（1,916,365,979千円）に対する比率は98.2％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝110.11円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年６月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 309,155,792,873   

 コール・ローン等 677,930,968   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

304,620,161,905   

 未収入金 3,857,700,000   

(B) 負債 4,530,139,657   

 未払収益分配金 1,681,835,983   

 未払解約金 675,731,502   

 未払信託報酬 2,165,523,769   

 未払利息 1,578   

 その他未払費用 7,046,825   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 304,625,653,216   

 元本 73,123,303,614   

 次期繰越損益金 231,502,349,602   

(D) 受益権総口数 73,123,303,614口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 41,659円 
 

（注） 期 首 元 本 額 63,457,954,604 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

20,606,998,401円、期中一部解約元本額10,941,649,391円。当

期末現在における１口当たり純資産額4.1659円。 
 

○損益の状況 (2020年12月16日～2021年６月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        282,497   

 支払利息 △        282,497   

(B) 有価証券売買損益 48,849,955,615   

 売買益 51,923,104,501   

 売買損 △  3,073,148,886   

(C) 信託報酬等 △  2,172,570,594   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 46,677,102,524   

(E) 前期繰越損益金 31,114,929,688   

(F) 追加信託差損益金 155,392,153,373   

 (配当等相当額) (  126,100,858,288)  

 (売買損益相当額) (   29,291,295,085)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 233,184,185,585   

(H) 収益分配金 △  1,681,835,983   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 231,502,349,602   

 追加信託差損益金 155,392,153,373   

 (配当等相当額) (  126,100,858,288)  

 (売買損益相当額) (   29,291,295,085)  

 分配準備積立金 76,110,478,726   

 繰越損益金 △        282,497   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第30期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（46,677,173,403円）、収益調整金額（155,391,870,876円）およ

び分配準備積立金額（31,115,141,306円）より分配対象収益額

は233,184,185,585円（10,000口当たり31,889円）であり、うち

1,681,835,983円（10,000口当たり230円）を分配金額としてお

ります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 230円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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